
・・ 身体を弦楽器にたとえれば、身体を弦楽器にたとえれば、 器＝肉体、器＝肉体、 弦＝こしの勘覚、弦＝こしの勘覚、 音＝はらの勘覚音＝はらの勘覚
・・ はらは、はらは、 「ねる」「ねる」 （寝（寝 ・・ 根根 ・・ 練）、練）、 ヨコ、ヨコ、 母性の勘覚母性の勘覚

こ と わりこ と わり

【内観技法の理】　【内観技法の理】　［はら］［はら］
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（（1/21/2））

〈上〉〈上〉

〈右〉〈右〉
〈左〉〈左〉

〈下〉〈下〉

下　心下　心
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　 　 　 　 　 　 そてい　 　 　 　 　 　 そてい

＊調律点その２＊調律点その２ （下心）（下心） を原点にした大玉の中に、　調律点その１を原点にした大玉の中に、　調律点その１ ・・ その３その３ ・・ その４その４ ・・ その５を原点にもつ４つの小玉が含まれると措定。その５を原点にもつ４つの小玉が含まれると措定。
ま　 わま　 わ

＊小玉が内間和り／大玉が下心に収縮→＊小玉が内間和り／大玉が下心に収縮→ 〈裏〉〈裏〉 の勘覚が生まれ、の勘覚が生まれ、 小玉が外間和り／下心が大玉に拡大→小玉が外間和り／下心が大玉に拡大→ 〈表〉〈表〉 の勘覚が生まれる。の勘覚が生まれる。
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・・ 身体を弦楽器にたとえれば、身体を弦楽器にたとえれば、 器＝肉体、器＝肉体、 弦＝こしの勘覚、弦＝こしの勘覚、 音＝はらの勘覚音＝はらの勘覚
・・ こしは、こしは、 「たつ」「たつ」 （立（立 ・・ 断断 ・・ 建）、建）、 タテ、タテ、 父性の勘覚父性の勘覚

こし＝父性の勘覚こし＝父性の勘覚

　 　 　 よう つい　 　 　 よう つい

（１）（１） 狭義のこし狭義のこし ：： 腰椎腰椎 （肉体）（肉体） ／／ はらの調律点その１はらの調律点その１ （気）（気） ―その２下心―その２下心 （息）（息） ―その３―その３ （力）（力） のタテの勘覚のタテの勘覚
　 　 　 せき つい　 　 　 せき つい 　 　 　 　 　 し 　 ん　 ず　 い　 　 　 　 　 し 　 ん　 ず　 い

（２）（２） 広義のこし広義のこし ：： 脊椎脊椎 （肉体）（肉体） ／／ 心心 ・・ 真真 ・・ 神髄神髄 （上心―中心―下心）（上心―中心―下心） のタテの勘覚のタテの勘覚
　 　 　 すじ かい　 　 　 すじ かい 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 たすき　 　 たすき 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いし ずえ　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いし ずえ

（（３）３） こしと手足をつなぐ気の筋交こしと手足をつなぐ気の筋交 ：： 股関節―逆側の肩胛骨中央のナナメの勘覚股関節―逆側の肩胛骨中央のナナメの勘覚 （「なんば歩き」（「なんば歩き」 ・・ 襷がけ襷がけ ・・ 帯帯 「貝の口」「貝の口」 の礎）の礎）
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３３ ●●

こ と わりこ と わり

　【内観技法の理】　　【内観技法の理】　［こし］［こし］
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（（2/22/2））
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